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京大教務掛めぐり
今日も京大探偵団に依頼が来た。

「京大の教務掛ってどうなんですか？　

他の学部の友達からはあんまりいい評判

を聞かないんですけど、うちの学部の教

務掛はとっても親切なんですよ」

ため息をつく先輩探偵。
「幸せな人だねぇ。それに比べてうちの
学部は…」
「最近教務掛の評判って良くなってきて
ますよね。昼休みも開いてたりして。学
部によって違うものなんですか？」
「自分で調べてくればいいじゃないか」
「どうやって…？」
「窓口で『ちょっとシラバス見せてくだ
さい』とでも言えばいいだろ」
「はぁ」

かくして、後輩探偵による教務掛めぐ
りが始まった。
まずは南からということで薬学部を目
指す。ところが工事中で入口がどこだか
わからない。どうにか薬学部本館に入っ
てみると、かなり奥まったところにある
教務掛を発見。その窓口には…閲覧用の
シラバスが置いてある。何も声をかけず
にすごすごと退散する探偵。
次は医学部。たくさん校舎があるため
調査は難航するかと思われたが、案内板
に「教務掛」と明記してあるため無事に
発見できた。
「あの、シラバスを見せてほしいんです
けど…」
「シラバスは公開していません」
あっさり返答され、またそそくさと校舎
を後にする。
この二学部ですっかり意気消沈してし
まった探偵。しかし途中で投げ出すわけ
にもいかない。法学部までやって来た。
「シラバスを貸してください」
「はい、どうぞ」

白いシラバスを差し出すその対応は、い
たって無難なものであった。続く経済学
部では学生証の呈示を求められたが、普
通に対応してくれた。
その他の学部でも対応にそれほど大き

な特徴はない。結局わかったのは学部ご
と窓口に小さな個性があるということと、
京大構内が広いということだけだった。

「先輩、どこの学部も対応は悪くありま
せんでしたよ」
事務所に戻り、先輩探偵に報告する。
「そうか？ うちの学部では期限に遅れ
た履修届受け取ってくれなかったぞ」
「…それは先輩が悪いんじゃないです
か？」� （はぴねす）

※調査結果は11月下旬のものです

◎理学部（理学部６号館）

掛の人が窓口側を向いて座って

いるのが特徴的。窓口は大きく、

明るい雰囲気である。

◎農学部（農学部総合館）

館内地図に「教務掛」ではなく

「事務室」と書いてあるため見

落としがち。

◎工学部（工学部８号館）

天井からぶら下がる案内板が印

象的。カウンターも広く、市役

所のような様子である。

◎経済学部（法経総合研究棟）

２階にあるのがわかりづらい。

銀行のような明るい雰囲気にな

っている。

◎教育学部（教育学部校舎）

窓口が広く開放されており、声

をかけやすい。校舎に入るとす

ぐに見えるのも良い。

◎薬学部（薬学部本館）

工事中のため校舎に入るのが難

しい。発見する難易度は入口に

よって異なる。

◎法学部（法経本館）

窓口が低めなので、背の高い人

には使いづらいか。照明がやや

暗かったのが気になる。

◎文学部（文学部新館）

そもそも建物の入口が目立たな

い。曇りガラスで中が見えない

ため、少々近寄りがたい。

◎医学部（医学部Ａ棟）

ベルを鳴らして中の人を呼ぶシ

ステムになっている。窓口の位

置はわかりやすい。

◎総合人間学部（総人１号館）

工事中のため、教務掛に近い入

口が利用しづらい。オーソドッ

クスな教務掛という印象。

今年はどこの成人式で騒ぎが起きるか楽しみ。� （工・２　病メル雑貨店主）


